
令和８年度（第２８期）事業計画書 

 

認定特定非営利活動法人 コムサロン二十一 

 

１．活動の計画 

 

【基本理念と活動の継続】 

私たちは、「誰もが輝く未来のために」という基本理念のもと、「人と人、人と地域の交流の

場の提供」をミッションに掲げ、活動を続けてまいりました。多様化・複雑化する社会課題

と向き合いながら、地域の声に真摯に耳を傾け、一人ひとりが尊重される社会の実現に向け、

今後も丁寧な取り組みを重ねてまいります。 

 

【組織基盤の再構築と事業体制の見直し】 

令和８年度は、コムサロン 21にとって次年度の事業再編に向けた移行期としての重要な一年

となります。これまで積み重ねてきた若者支援・ひきこもり支援・生活困窮者支援などの事

業を、より持続可能で効果的な体制で運営するため、事業責任者の役割明確化、相談支援の

標準化、スタッフ体制の再構築を重点的に進めます。また、地域のニーズに応じた事業のあ

り方を検討し、令和９年度以降の事業展開に向けた準備を進めます。 

 

【サロン活動の充実と地域との協働の深化】 

サロン活動はコムサロン 21 の原点であり、今後の活動の中核でもあります。令和８年度は、

サロンを「誰もが安心して集いつながる第 3 の居場所」として再定義し、若者支援やひきこ

もり支援との連携を強化します。多世代が交流し、地域のつながりを育む場として、サロン

活動の質と機能をさらに高めていきます。 

また、地域の多様な団体・機関との協働をさらに強化し、若者支援・ひきこもり支援・生活

困窮者支援などの領域において、今までの食による魅力ある観光都市づくりや、ユニバーサ

ルな観光の都市づくりの活動のネットワークを活かしながら、より柔軟で効果的な支援体制

を構築します。令和８年度は、地域の支援資源を最大限に活かし、外部機関との連携・協働

のあり方を再整理する一年とします。これにより、令和９年度以降の事業展開においても、

地域とともに支援を進めるための協働基盤を強化します。 

 

【SDGs の視点と地域課題への取り組み】 

これまで培ってきた DRM 活動を基盤に、以下の重点課題に継続して取り組みます。 

・自主事業へとつながる小商いへの挑戦 

・利用者のサロン活動への参加促進 

・無業者やひきこもり当事者及びその保護者への支援と社会参加の促進 

・行政・他団体との連携による包括的な支援体制の構築 

地域のつながりを育み、誰もが輝く未来のために「魅力あるまちづくり」を市民の皆さまと

共に推進してまいります。 

 

【会員・寄付者の皆さまへ】 

皆さまからのご支援は、私たちの活動の大きな力となっています。令和８年度は、令和９年

度の事業再編に向けた重要な準備期間となります。これからも地域の未来に向けて、一歩ず

つ着実に歩みを進めてまいります。引き続き、変わらぬご理解とご協力を賜りますようお願



い申し上げます。 

 

２．特定非営利活動に係る事業 

 

（１）だれもが働きやすいまちづくり事業         ４，３４５万円 

① 地域若者サポートステーション事業   事業支出   ３，６１６万円 

② 姫路市若者ジョブトレーニング事業   事業支出     ７２０万円 

③ 兵庫県ニート就労ネットワーク事業   事業支出    ９万円 

 

（２） だれもが地域活動しやすいまちづくり事業                 １２０万円 

① ひょうごボランタリー基金中間支援活動助成事業 事業支出      ５０万円 

② 交流の場・情報の提供事業          事業支出      ７０万円 

年間   ６２，０００人 

 

（３） だれもが楽しめるまちづくり事業         １，０００万円 

① 事務局事業     事業支出     ３００万円 

・姫路おでん事業 

  ・姫路食文化協会事業 

    姫路食博２０２６開催支援 

  ・会員団体事務局事業 

    約３０団体 

② 兵庫ユニバーサルツーリズム事業   事業支出     １００万円 

③ 姫路ユニバーサルツーリズムセンター事業  事業支出     ６００万円 

 

（４）だれもが安心して暮らせるまちづくり事業         

① 災害ボランティア支援事業    事業支出       

 

（５）だれもが夢と生きがいを持てるまちづくり事業     ３，００８万円 

① 兵庫ひきこもり相談支援センター（地域ブランチ）播磨地域運営事業 

      事業支出     ５７０万円 

② 兵庫県ひきこもりサポーター育成事業  事業支出      ３５万円 

③ 姫路市ひきこもり支援推進事業   事業支出     ８４０万円 

④ 播磨地域相談事業     事業支出      ３７万円 

⑤ 赤穂市生活困窮者就労準備支援・家計改善支援事業 事業支出     ２２９万円 

⑥ たつの市就労準備支援事業    事業支出     １５５万円 

⑦ 婚活事業 姫路市・神河町他   事業支出     ４００万円 

⑧ 兵庫県市町ひきこもり合同研究会事業他  事業支出     １００万円 

⑨ 市町ひきこもり後方支援強化事業   事業支出     １０７万円 

⑩ 姫路市生活困窮者就労準備支援支援事業  事業支出     ２７６万円 

⑪ 姫路市被保護者就労準備支援事業          事業支出       ２５９万円 

 

 

 

 



３．事業実施体制 

 

（１）会議に関する事項 

① 総会 

通常総会 

 開催日  令和８年５月２２日（金） 

 

② 理事会・運営委員会 

 理事会      年５回開催（5/13、7/8、10/14、R9.1/13、R9.3/3） 

運営委員会    年４回開催（4/8、9/9、11/11、R9.2/10） 

 

（２）事務局体制 

理事長     前川裕司 

副理事長    谷口慎一郎 

スタッフ    ２４名 

 

   コムサロン 21 の理念 ― ５Ｋ ― 

    感謝・協力・継続・喜働・謙虚 

 

（３）会員 

① 正会員   １６名（敬称略） 

前川裕司、谷口慎一郎、黒川仁、高原秀樹、有元純、髙橋守雄、岡本一、 

中山賀詔、日暮宏一、鵜野初美、川崎太郎、安田賢三、作原美穂、安田孝弘、 

今里朱美、長谷川貴久 

 

② 賛助会員 

法人   １６社 

個人  １３２名 

 

③ 功労会員 ４名 

 

④ 永久功労会員 ２名 

 

（４）連携機関、グループ 

 

厚生労働省 

 

兵庫労働局、ハローワーク姫路 

 

兵庫県、中播磨県民センター、西播磨県民局、東播磨県民局、 

ひょうごボランタリープラザ、公益社団法人ひょうご観光本部、 

公益財団法人兵庫県青少年本部、兵庫県立神出学園、兵庫県社会福祉協議会、 

姫路市社会福祉協議会、姫路市教育委員会、姫路市国際交流センター、 

姫路市市民活動・ボランティアサポートセンター、姫路市総合福祉会館、 



兵庫県立ものづくり大学校、兵庫県立大学、姫路獨協大学、兵庫大学、姫路大学、 

関西福祉大学、芸術文化観光専門職大学、姫路市立山陽中学校、龍野北高等学校、 

姫路女学院中学校・高等学校 

 

姫路市、たつの市、赤穂市、相生市、宍粟市、養父市、加西市、高砂市、明石市、西脇市 

神河町、福崎町、市川町、佐用町、上郡町、太子町、多可町、播磨町 

 

姫路商工会議所、姫路青年会議所、ロータリークラブ、 

姫路信用金庫、ライオンズクラブ、姫路市商工会、 

公益社団法人姫路観光コンベンションビューロー 

 

姫路大手前通り街づくり協議会、播磨国際協議会、姫路城を守る会、 

姫路食文化協会、亀山御坊楽市楽座実行委員会、書写塗伝承協会、 

兵庫ご当地グルメ団体ネットワーク委員会、 

ライト・イット・アップ・ブルー姫路実行委員会、 

NPO 法人ウィズアス、NPO 法人あかりの街ひめじ、一般社団法人キャリアエール、 

全国災害ボランティア支援機構、 

一般社団法人ひょうごユニバーサルツーリズムアソシエーション 

 

手柄校区・亀山連合自治会、太市連合自治会 

 

社会福祉法人ひびき福祉会、藤原こころのクリニック 

 

姫路おでん協同組合、ビジネスコープ協同組合、 

コープこうべ、神姫バス株式会社、株式会社 JR西日本メンテック、 

神戸新聞事業社、キリンビバレッジ株式会社、株式会社ハマダ、林公認会計士事務所、 

株式会社ゴトウ・アズ・プランニング、マルイチ株式会社、ナカチュー株式会社、 

大阪ガス株式会社、アース製薬株式会社、WHILL 株式会社、その他、 

コムサロン２１会員企業 


